
金
滞
古
蹟
志
巻
九

紀
念
擦
の
題
字
は
、
征
西
の
総
督
有
栖
川
宮
の
御
親
筆
に
て
.
明
治

紀
念
之
標
の
六
字
を
載
せ
給
う
て
、
ニ
品
大
動
位
織
仁
親
亘
書
と
落

款
し
給
へ
り
。
建
昌
明
治
紀
念
標
-
碑
銘

竪
石
直
昼
4

上
安
a
銅
像
吋
此
錫
a
日
本
武
隼
プ
共
下
題
田
昌
明
治
紀
念
標
↓

道
以
T

十
年
西
征
之
役
第
七
師
管
軍
人
戦
死
者
有
A
V

慕
昌
於
掌
之
忠
烈
-

也
e

願
西
郷
隆
盛
之
叛
一
勢
貸
猫
獄
.
逮
v
獲
償
問
昌
八
閲
月
↓
而
第
七
師
管

之
人
.
旗
且
命
砲
忍
-
縛
昌
身
瀧
蜜
-
者
殆
六
百
人
"
今
故
金
津
替
所
勝
校

等
a

漣
【
h
m
往
事
↓
欲
E

建
v
模
以
慰
a
忠
魂
二
然
相
告
，
此
役
本
勝
令
千
坂
高

雑
鴛
昌
陸
軍
中
佐
一
親
観
=
共
惨
妹
二
小
v
能
ν
無
v
感
云
。
鳴
呼
人
誰
不
品
欲
v

生
而
慈
σ死
e

而
百
識
不
v
按
・
硯
v
死
如
v
蹄
a

難
昌
職
分
所
昌
賞
然
二
持
a

敵

慌
志
深
者
-
安
能
如
v
是
乎
，
是
可
=
以
表
章
二
侃
於
=
毅
死
者
-
乃
我
鯨
民

乎
.
因
特
局
二
等
属
正
七
位
石
川
昌
三
郎
十
五
等
出
仕
宮
崎
盟
次
-

P
共
事
↓
ト
弘
於
金
津
公
園
-
以
経
管
湾
衆
相
停
夢
之
e

或
摘
ν
資“

或
助
v
功
e

数
月
而
功
唆
e

此
量
忠
勇
報
国
之
誠
“
使
昌
人
感
護
-
者
一
非
耶
。

而
今
而
後
援
時
必
致
舵
ソ
則
彼
暴
昌
骨
子
陸
自
盟
肥
-
者
一
之
忠
魂
有
v
所
v

慰
d

而
叉
足
=
以
勘
=
忠
男
於
後
世
-
突
叫
千
坂
高
雄
建
v
石
勃
v
銘
目
。

奮
肱
弛
靖

va
敵
慌
勤

v玉
遺
動
永
在
惟
武
惟
揚
金
城
陽
丘

守
司
I
J
H
l
l

按
占
y

る
に
、
紀
念
標
に
標
出
せ
る
日
本
武
隼
の
銅
像
は
、
回
定
景
行
天

皇
の
御
世
、
隼
を
し
て
熊
襲
園
を
征
伐
せ
し
め
ら
れ
し
故
事
に
撮
り

た
る
も
の
に
て
、
熊
襲
聞
は
卸
ち
日
向
・
薩
摩
の
地
な
れ
ば
た
り
。
日

本
紀
に
、
景
行
天
皇
立
=
播
腐
稲
田
太
郎
姫
-
需
品
場
后
↓
后
生
昌
二
男
↓
第

一
回
昌
大
碓
皇
子
刊
一
第
二
田
昌
小
碓
掌
吋
小
碓
牟
亦
名
=
日
本
重
要
亦
白
星

日
本
武
$
↓
幼
有
=
雄
略
之
集
吋
及
v
批
容
貌
魁
偉
。
身
長
一
丈
“
力
能

紅
v
卿
鷲
4

二
十
七
年
各
十
月
，
遁
a
日
本
武
傘
-
令
v
磐
昌
熊
襲
吋
時
年
十
六
.

十
二
月
到
a
於
熊
鎚
国
吋
図
以
伺
【
-
共
泊
息
及
地
形
之
峻
易
吋
時
熊
鎚
有
a

魁
師
者
吋
名
目
取
石
鹿
文
ア
亦
日
a
川
上
由
来
師
吋
悉
集
a
親
族
-
而
欲
ν
宴
.
於
v

是
日
本
武
隼
解
v
髪
作
品
賞
女
姿
一
以
密
伺
昌
川
上
島
常
郎
之
宴
時
石
川
叙
侃
昌

禰
裏
吋
入
a
於
川
上
島
講
師
宴
室
--xht
日
本
武
寧
抽
昌
樹
一
中
之
叙
コ
刺
昌
川

上
島
常
師
之
胸
-
云
一
々
。
と
見
h
.
古
事
記
に
は
‘
給
=
共
続
倭
比
喪
命
之

御
衣
御
裳
刊
以
ν
叙
納
晶
子
御
懐
-
而
幸
行
。
故
到
昌
子
熊
曾
建
之
家
-
云
々
.

如
=
宜
女
之
髪
-
掠
-
垂
共
結
御
髪
二
服
=
北
ハ
焼
之
御
衣
御
裳
刊
一
既
成
品
茸
女

之
泰
一
交
昌
立
女
人
之
中
吋
入
=
由
一
其
室
内
吋
と
あ
り
て
、
今
袋
・
な
る
御

姿
を
ば
銅
像
に
錯
し
め
た
る
も
の
な
り
。
手
に
携
へ
給
へ
る
叙
は
‘

所
絹
ヒ
首
た
り
と
い
へ
り
。
乙
首
.
垂
仁
紀
に
ヒ
号
ガ
タ
ナ
と
よ
め

り
。
さ
て
翠
二
十
八
年
春
二
月
、
日
本
武
隼
奏
T

平
=
熊
襲
-
欽
品
目
云
々
。

金
滞
古
蹟
志
巻
丸

吃
斯
銅
標
忠
魂
{
具
安

.
明
治
十
三
年
十
月

山
海
回
線

石
川
勝
令
従
五
位
動
五
等
千
坂
高
雅
銘

石
川
勝
大
書
記
官
従
六
位
熊
野
九
邸
機

右
標
石
の
商
さ
二
丈
一
尺
五
寸
、
日
本
武
範
銅
像
の
高
さ
一
丈
八
尺

三
寸
友
り
。明
治
十
年
西
南
の
役
に
死
せ
し
人
々
の
紀
念
碑

に
ゑ
り
つ
く
べ
き
歌
を
金
津
替
所
の
も
と
め
に

よ
り
て
よ
め
る
。

大

谷

光

勝

大
教
正

闘
の
た
め
つ
ゆ
と
消
え
て
も
も
の
h

ふ
の

名
と
そ
玉
と
は
世
に
ひ
ど
き
け
れ

大
教
正

園
の
た
め
た
て
し
い
さ
を
は
寓
世
の

光

隼

末
ま
で
の
と
れ
越
の
い
し
ぶ
み

機

大

毅

正

大

谷

想
見
蛍
年
血
職
場
“

紀
功
標
昨
月
如
レ
霜
d

光

盤

史
観
騒
々
美
名
芳
.

議
集
油
輸
然
凝
不
v
散
d

是
以
西
洲
既
設
百
姓
無
v
事
場
と
あ
り
て
、
四
十
年
に
ま
た
東
夷
を
征

伐
せ
し
め
ら
れ
た
り
。
園
名
風
土
記
と
い
へ
る
も
の
に
、
景
行
天
皇
の

御
代
に
‘
日
本
武
隼
東
夷
征
伐
の
時
、
諸
国
を
巡
行
し
‘
荒
血
山
を

越
え
て
北
陸
遣
に
下
り
給
ふ
時
.
隼
の
兄
大
碓
皇
子
、
北
陸
遣
は
難

所
・
な
り
、
小
勢
に

τは
定
め
て
夷
等
に
落
さ
れ
な
ん
と
‘
激
高
の
軍

兵
を
引
率
し
て
、
江
沼
聞
に
て
迫
ひ
付
き
奉
ら
る
。
隼
賀
ぴ
を
加
へ

た
り
と
仰
せ
ら
れ
、
加
貧
困
と
鋭
す
と
見
ゆ
。
又
三
州
志
来
悶
概
見

に
、
日
本
武
掌
東
夷
征
伐
の
時
加
賀
闘
に
至
る
。
時
に
園
人
傘
の
寧

に
馳
せ
加
は
り
て
‘
東
夷
征
伐
の
偉
勅
を
質
す
。
加
賀
の
名
義
裁
に

防
る
。
今
河
北
郡
加
賀
爪
即
ち
隼
の
一
脚
蜂
を
樹
て
給
ひ
し
遺
地
と
い

ふ
。
園
俗
古
来
人
碑
に
載
す
る
も
の
全
く
妄
誕
と
踊
ふ
べ
か
ら
や
。

と
い
へ
り
。
平
次
按
占
1

る
に
.
か
h
る
俗
説
は
論
宇
る
に
足
ら
4

1

と

い
へ
ど
も
、
愛
に
記
載
す
。

O
竹

滞

舘

跡

此
の
舘
祉
は
、
今
博
物
館
の
地
法
に
て
、
奮
藩
十
二
世
櫛
中
将
殉
庚

卿
‘
此
の
地
を
養
老
所
と
定
め
ら
れ
‘
そ
の
さ
き
此
の
地
に
あ
り
し

事
校
及
び
藩
士
の
第
宅
共
を
移
縛
せ
し
め
、
蓮
池
の
亭
地
を
も
取
り

込
め
一
固
の
地
と
た
し
‘
竹
揮
の
境
内
と
せ
ら
れ
た
り
。
さ
て
共
の




